
 
 

 

 

 

２００３年 １０月 １６日 

団塊・団塊ジュニア世代の意識調査 

～親子の住まい方と資金援助について～ 

適度な距離感の保てる『近居』希望・４０％が資金援助あり 

 

首都圏※１における新築分譲マンションは、１９９９年から２００２年まで４年連続で８万戸を

越える供給となりました。２００３年も潜在的な供給余力は高水準であり、８万２千戸の供給が

予想されています。上半期の平均初月販売率は７８．３％と好調が持続しています。 

 またローン金利は依然として低水準であり、住宅ローン控除の適用、高品質・高付加価値物件

の価格安定、さらに住宅資金の生前贈与非課税枠の拡充など、購入しやすい環境が継続していま

す。 
 
 株式会社長谷工アーベスト（本社：東京都港区、社長：安永雄一郎）では、この度、子供のい

る団塊世代※２及び団塊ジュニア世代※３を対象にＷＥＢアンケート形式による｢親子の住まい方と

資金援助についての意識調査｣を実施しました。その結果、それぞれが自分の住宅を必要と感じ

ていること、団塊世代の支援が、団塊ジュニア世代の資金力アップに寄与していることが分かり

ました。今後もこれらの世代がマンション購入の牽引力となっていくと思われます。 

 

【親子の住まい方】 

□ 親世帯、子世帯ともに約８０％が「親子で行き来がしやすい所に住む」ことを希望。「お互い

に便利・安心」「子育てを支援したい・支援して欲しい」と考えている。(Ｐ２ グラフ１・

２) 

□ 希望する親子の住まい方は「同居」よりも「別居⇒適度な距離感の保てる『近居』」が主流。 

具体的には、「１５分以内・３０分以内の所に住む」ことを、親世帯の５６．３％、子世帯の

６０．９％が希望。(Ｐ３ グラフ３・４) 

□ 『近居』として、「親子で同一マンション内に住む」ことについては、親世帯の約４６％、子

世帯の約５４％が肯定的。今後の“居住スタイルの提案”として広がっていくことが考えら

る。(Ｐ４ グラフ５・６) れ  
   

【住宅購入の際の資金援助】 

□ 住宅購入をする(した)際、親世帯、子世帯ともに約４０％が「資金援助あり」と回答。団塊

世代の支援が、団塊ジュニアの資金力アップに寄与している。(Ｐ５ グラフ７・８) 

□ 資金援助額は、親世帯・子世帯ともに「非課税贈与範囲内(～５５０万円)」が主流。「１，０

００万円以上の高額贈与あり」との回答も約１０％みられた。なお、資金援助額が高額な人

は、購入価格も高い。(Ｐ６ グラフ９・１０) 

 
※１：首都圏＝東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県 

※２：団塊世代＝1945～1950 年生まれ（53～58 歳 2003 年現在）とする 

※３：団塊ジュニア世代＝1970～1975 年生まれ（28～33 歳 2003 年現在）とする 
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【長谷工アーベスト 団塊・ 団塊ジュニア 親子の住まい方と資金援助についてアンケート】 

 

調査概要 

調査対象 子供のいる団塊世代(現在５３～５８歳)※及び団塊ジュニア世代(現在２８～３３歳)の男女  

                                               ※子供は現在の同居の有無を問わない 

調査手法  Ｗｅｂアンケート 

調査実施日 ２００３年６月２０・２１日アンケートメール配信、６月２６日締切  

配信件数  団塊世代／約２０，４５０件・団塊ジュニア世代／約１３ ,３００件 

有効件数  団塊世代／６６２件     ・団塊ジュニア世代／１ ,３１１件 

 

《グラフ１－親世代(団塊世代)への質問》 

子世代との住まい方として、「行き来がし易いところに住む」ことを希望しますか？  

Ans. 希望する理由 

・ 何かと便利・心 強い・安 心 

・ お互いに何かの時にはすぐ駆けつける    

ことが出来るから 

・ 色々な面で相互協力出来る｡特に、孫の   

世話などは、自分達＝生活の潤い、子供＝自

分の時間が持てる･息抜きになる 

・ 孫達の顔が見たいから 

・ 子所帯は共稼ぎなので手助けしやすい  

ほうが良いと思う  

・ 二人とも娘で､希望したときに孫の世話 

をしてあげたいので、近い方がいいと考えて

います 

・ かなり高齢になった時を考えると､緊急 

の場合助かるから 

・ 夫婦だけの生活に若い世代から適度に 

刺激を受け社会との繋がりを無くしたくな

い 

ALL(N=646)

どちらか
といえば
希望する
56.3%

どちらか
といえば
希望しな

い
13.9%

全く希望
しない
7.4%

希望する
22.3%

 

78.6％ 

 

 

《グラフ２－子世代(団塊ジュニア世代)への質問》 

親世代との住まい方として、「行き来がし易いところに住む」ことを希望しますか？ 
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ALL(N=1169)

どちらか
といえば
希望する
46.9%

らかと
ば希望

しない
11%

全く希望し
ない
7% 希望する

35.3%

82.2％ 

Ans. 希望する理由 

・ 何かあったときに便利だから 

・ お互い｢いざ｣というときに安心 

・ お互いに困ったとき助け合えるから｡ 

    家の場合仲が良く、一緒に出かける事も 

   多いので 

・ たまに子供の面倒をみてもらえるから 

・ 育児に協力してもらうため 

・ 仕事がし易い 

・ 子育てをしながらの仕事となると､どうして    

も親の助けが必要なので 

・ これから親が高齢になってくるので､何かあ 

った時にすぐに行くことができる方がよい 

・ 親の老後が心配 

・ 一人っ子だから（長男または長女だから） 

・ 親は大事だし､頼りになる 

・ 現在も親の近くに住んでいるため 



 

 

《グラフ３－親世代(団塊世代)への質問》 

希望する子世帯との住まい方とは、どの様なものですか？ 

(※子世帯と｢行き来がし易い所に住む｣ことを｢希望する｣｢どちらかとい
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どちらか
といえば
希望する
56.3%

希望する
22.3%

 

 

 

 

 

《グラフ４－子世代(団塊ジュニア世代)への質問》 

希望する親世帯との住まい方とは、どの様なものですか？ 

(※親世帯と｢行き来がし易い所に住む｣こと

 

 

どちらか
といえば
希望する
46.9%

希望する
35.3%

 
 

 

 

 

 

 

 

（N=646） 

78.6％ 

N

希望する子世

「同居（7.8％）」よりも

その他
4.6%

60分以内の
所に
住む
31.4%

(N=1169) 

82.2％
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えば希望する｣顧客対象) 
 

 

 
帯との住まい方は、 

「近居（56.3％）」が主流
=503)

同居
7.8%

15分以内
の所に住

む
19.7%

30分以内
の所に
住む

36.6%

56.3％ 

 

を｢希望する｣｢どちらかといえば希望する｣顧客対象) 
 

 

 

 
 

希望する親世帯との住まい方は、 

「同居（11.9％）」よりも「近居（60.9％）」が主流 

所

(N=952)

同居
11.9%

60分以内の
に住む
24.9%

その他
2.3%

30分以内の
所に住む
31.4%

15分以内の
所に住む
29.5%

60.9％



 

《グラフ５－親世代(団塊世代)への質問》 

『近居』として、「親子で同一マンション内(住戸は別)に住む」ことを、どう思いますか？ 

(｢希望する子世帯との住まい方｣として、｢15分以内｣｢30分以内｣の所を希望する顧客対象) 

 

 
「親子で同一マンション内に住む」ことについて 

団塊世代の 45.7％が肯定的 

 

30分以内
の所に
住む

36.6%

15分以内
の所に住

む
19.7%

 

(N=280)

好ましいと
思う

13.2%

どちらかと
言えば好ま
しいと思う
32.5%

あまり好ま
しくないと

思う
45.7%

好ましくな
いと思う
8.6%56.2％

45.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

《グラフ６－子世代(団塊ジュニア世代)への質問》 

『近居』として、「親子で同一マンション内(住戸は別)に住む」ことを、どう思いますか？ 

(｢希望する親世帯との住まい方｣として、｢15分以内｣｢30分以内｣の所を希望する顧客対象) 
 

 

 

 

 

 

(N=575)

好ましいと
思う

21.7%

好ましくない
と思う
9.4%

あまり好まし
くないと思う

36.9%

どちらかと
言えば好ま
しいと思う
32.0%

30分以内の
所に住む
31.4%

15分以内の
所に住む
29.5%

「親子で同一マンション内に住む」ことについて 

団塊ジュニアの 53.7％が肯定的 

60.9％

53.7％ 
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《グラフ７－親世代(団塊世代)への質問》 

子世帯が住宅購入する際、資金援助しますか？ 

ALL(N=648)

資金援助を
考えている
（資金援助

した）
43.4%

資金援助を考
えていない

（資金援助し
なかった）

56.6%

 
 

《グラフ８－子世代(団塊ジュニア世代)への質問》 

住宅を購入する際、親からの資金援助はありますか？ 

ALL(N=1284)
資金援助が
あると思う
（資金援助
があった）
39.6%

資金援助はな
いと思う

（資金援助は
なかった）

60.4%
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《グラフ９－親世代(団塊世代)への質問》 

資金援助は、どの程度お考えですか？ 

(※子世帯への｢資金援助を考えている(資金援助した)｣顧客対象) 

 

(N=279)

5.4%

32.6%

30.8%

20.8%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40%

～100万円程度

～300万円程度

～550万円程度

～1000万円程度

～1000万円以上

 

1,000 万円以上の 

高額贈与 

非課税贈与範囲内 

68.8％ 

 

《グラフ１０－子世代(団塊ジュニア世代)への質問》 

資金援助は、どの程度を予定していますか？ 

(※｢資金援助があると思う(資金援助があった)｣顧客対象) 

 

(N=501)

9.8%

31.7%

21.6%

12.4%

9.4%

15.2%

0% 10% 20% 30% 40%

～100万円程度

～300万円程度

～550万円程度

～1000万円程度

～1000万円以上

わからない

 

1,000 万円以上の 

高額贈与 

非課税贈与範囲内 

63.1％ 
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